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は じ め に 

 

緑の募金事業は、緑のボランティア活動を支援し、国民参加の森林づくり運動

として展開することにより、国内はもとより地球規模で森林づくりを進めること

を目的として、平成８年以降｢緑の募金法｣に基づき、全国で、森林の整備、緑化

の推進、緑の国際協力の３分野の事業を実施しています。 

高知県では、（社）高知県森と緑の会が緑の募金への寄付を募り、その管理運

営を行っています。 

集まったお金の１割弱は上部団体への負担金として納め、残りの９割強は高知

県内での活動に使われています。各団体等が行う地域に密着した森や緑に関わる

公募事業には４割程度が使われています。 

平成 1９年度は、44 団体から 45 件の応募がありました。近年の高知県の厳

しい経済状況の中、緑の募金実績が厳しく、審査の結果、36件、577万円の交

付決定となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ご協力いただいた方や関係者に対して緑の募金の成果を報告し、緑の募金の意

義や役割を認識していただくことは、今後の募金活動を維持・発展させていくう

えで大変重要なことであるところから、昨年度からこの報告集を作成し、関係者

に配布するとともに、当会ホームページにも掲載することにしました。 

本報告書では、平成19年度に緑の募金で助成をした事業についての一覧表を

掲載するとともに、このうちの一部事業については写真入で事業概要を紹介させ

ていただきました。今後の活動の参考にしていただくとともに、県民のみなさま

の緑の募金への理解の一助になれば幸いです。 

※ 残りの１割弱は上部団体である（社）国土緑化推進機構に納められ、全国的な見地に沿って各種事業
や都道府県に振り分けられています。 
 

力強い森づくり 
高知県内における水源林の保全(水源の
森づくり)･整備や下刈･間伐などの森林
育成、上流域と下流域の連携によって行
われる森林づくり、里山の保全活動など。 

みどりの創造 
地域の緑化計画や緑化運動(緑
の街づくり、緑の少年団活動、
学校林づくり)など、高知県内で
の緑化に関する普及啓発活動。 

地球を救うみどりの回復 
高知県民が行う国際緑化事業(熱帯雨林
再生、砂漠化防止など)への参加や林業技
術者の派遣。 
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［表紙］ 
黄緑色：森林の整備事業 
緑 色：緑化の推進事業 
青 色：緑を通じた国際協力事業 
茶 色：地区・支部実施事業 

 
［裏表紙写真］ 
左上：夏休み親子森林体験教室／高知県林業改良普及協会（緑化の推進） 

   右上：香美市林業体験教室／香美市支部（地区･支部実施事業第Ⅰ期） 
   右下：千本松原活性化プロジェクト／千本松原の松を守り育てる住民の会（森林の整備） 

   左下：安徽省日中友好の森づくり事業／安徽省日中友好の森づくりネットワーク（国際協力） 
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平成１９年度緑の募金公募事業一覧表 
【森林の整備】 

No. 事業名 団体名 実施場所 事業概要 実績額 

1 
ふれあい21 世
紀の森づくり事
業(新規) 

情報交流館ネ
ットワーク 

香美市物部
町ヒカリ石
国有林、香
北町西川 

森･川･海の連携による流域再生の取り組みとして、海に関わる
人々(香南漁業協同組合)にも呼びかけ、流域住民と関連団体
が一体となって２ヶ所で作業を行った。ヒカリ石国有林では間伐
と原生林の散策、香北町西川契約民有林では植樹を行った。 

330,000 

2 
千本松原活性
化プロジェクト
(継続) 

千本松原の松
を守り育てる
住民の会 

高知市千松
公園 

種崎地区千本松原の再生・活性化を目指すため、住民ボランテ
ィアで草刈りや支柱の取り替え、施肥を９回実施した。また、11
月に、公園等で発生する枯れ松を活用し、現地炭窯で木炭の
製造し、植裁松の成長促進を試みている。 

115,000 

3 
おおなろ野外活
動の森づくり(継
続) 

おおなろ野外
活動の森づく
り実行委員会 

高知市おお
なろの森 

地域住民を中心に身近な環境･森づくりに取り組み、大人から
子どもまでが自由におおなろの森の中を散策できるよう、７月と
１０月に、児童への自然の良さの普及活動を兼ねて下刈りや間
伐作業を行い、午後は野外の森で交流をした。 

79,000 

4 
南国市部落林
整備事業(2 回
目) 

南国緑と水の
会 

南国市 

３ヶ所の整備を会員と住民と協力して行う予定だったが、１ヶ所
の実施となった。実施された吾岡山剪定実習事業は、地元の研
修として参加者を募っての開催となったため、事業費は必要なく
なった。 

0 

5 
汗見川地域森
林整備事業(新
規) 

汗見川の自然
を守る会 

本山町白髪
山 

白髪山の生態を代表する八反奈路へ通じる登山道（壊滅状態）
を整備し、天然ヒノキが更新する貴重な森林現況の観察地･研
究地として、日本ヒノキの質のよさを宣伝する基地とするため、
約 600ｍの歩道整備を3～11 月にかけてのべ49 名で行った。 

330,000 

6 
どんぐり銀行大
川村プロジェク
ト(継続) 

大川村ふるさ
とむら公社 

①大川村白
滝の里｢友
達の森｣、②
大川村大座
礼山 

①森づくり事業：地域と都市住民がどんぐり銀行のクヌギの苗
木 200 本を植樹し、交流拡大と森林保全意識啓発を図った。②
森林保全活動事業：大座礼山の巨木を保つための整備として、
巨木周辺のササ根の除去を地元中学生も参加して行った。 

138,000 

7 
大座礼山ブナ
林環境保全活
動事業(新規) 

嶺北緑と水の
会 

大川村大座
礼山 

天然ブナ林(樹齢推定数百年の巨樹･古木)を有する大座礼山
の周辺では、笹等の繁茂と登山客の増加で根が露出してきて
いる。豊かな自然の象徴としての大座礼山ブナ林の保全に向
け、笹の刈り払いを行った。 

93,000 

8 
汗見山森林再
整備事業(5 回
目) 

アセビ会 いの町枝川 

宇治川の源流である｢汗見｣の山を地区の住民の協力を得て自
然と調和した桜の山にするために桜の植裁や草刈り作業をの
べ 50 人で行った。周辺の山林や有休地を利用して進め、将来
は自然公園化するとともに、今後も開発維持する。 

138,000 

9 
焼畑から始める
近自然の森づく
り(3 年目) 

焼畑による山
おこしの会 

仁淀川町
(旧池川町) 

｢焼畑のムラ｣として知られる高知県吾川郡仁淀川町の旧池川
町において、焼畑での雑穀栽培を復活･普及させることにより、
地域のシンボル的な森林の利活用をはかるため、地元住民の
協力を得ながら、春焼きと夏焼きを実施し、雑穀等を収穫した。 

14,000 

10 
三嶽古道整備
事業(新規) 

横倉山自然の
森博物館友の
会 

仁淀川町谷
山～ 
越知町横倉
山 

荒れ果てた｢三嶽(みたけ)越え（旧仁淀村と横倉山の尾根ルー
ト）」を、H17 から｢三嶽古道｣と名付け、地元住民らが協力して
整備を開始。登山道へ標識の設置や倒木処理等を行い、地元
小学生と樹木名板を設置し、魅力ある遊歩道に整備した。 

300,000 

11 
四万十流域間
伐推進事業(継
続) 

四万十樵塾 
四万十町旧
大正町 

四万十川流域で、除間伐等の森林整備が遅延した森林につい
て、適正な間伐施行を推進するため、市ノ又ふれあいの森16ha
を四万十森林管理署と協定を結び、間伐作業をのべ25 日間
105 名の参加者で3.6ha 実施した。ほか普及活動も行った。 

160,000 

12 
高森山(四万十
市トンボ公園)
整備事業(継続) 

幡多緑と水の
会 

四万十市ト
ンボ公園西
高森山 

四万十市トンボ公園のシンボルともいえる高森山を整備するこ
とによって、都市住民と森林との結びつけを促進助長するため
に、整備作業を5月と11 月に2回実施し、遊歩道のササ等下
草刈りや倒木の除去を行った。 

25,000 

実績：11 団体 11 件 （予定：12 団体 12 件） 1,722,000 
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【緑化の推進】 
No 事業名 団体名 実施場所 事業概要 実績額 

1 
むろと2000 本
桜の会 桜育成
事業(H16、17) 

むろと2000本
桜の会 

室戸市広域
公園 

むろと2000 本桜の会が室戸広域公園で、平成 16 年 2 月に植
樹した約 1650 本桜の維持管理、育成等を参加者総数 194 名で
行った。室戸市の活性化と桜の名所として市民の憩いの場を目
指して活動を続けている。 

200,000 

2 

｢高知子ども森
林インストラクタ
ー養成講座｣(第
6 期)/H15 と18) 

高知子ども森
林インストラク
ター養成講座
運営委員会 

香美市（お
もに情報交
流館） 

子ども達が森林に理解を深め、学校や地域の森林学習におい
てリーダーに養成することを目的とし、森林環境･生態に関する
ものと木工などの有効利用に関する体験型の講座とその前後
に座学を行った。5～11 月に講座を8回、番外編を2回実施。 

287,000 

3 

－野中兼山の
歴史を探る－舟
入川ウォーキン
グ(継続) 

舟入川ウォー
キング実行委
員会 

香美市 

昔物部川の上流域と高知市を結ぶ交通手段でもあった舟入川
を歩くことを通じて、山と町の結びつきや歴史の一端に触れ、感
じることを目的に、9月23日に総数310名で開催した。今年は、
事前に山との関わりを深めるため間伐体験も実施した。 

112,000 

4 

自然にふれあう
ネイチャークラ
フト教室開催事
業(新規) 

ネイチャーク
ラフト研究会 

香美市甫喜
ヶ峰森林公
園、情報交
流館 

自然の素材を使った季節感のあるオリジナルネイチャークラフト
作品を製作することをとおし、自然の大切さを体感し、五感や生
きる力を育んだ。4回実施し、各回 20～32 名が参加して作品を
作った。 

99,000 

5 
守ろう！ふるさ
と(森と水)を(継
続) 

楠目小子ども
エコクラブ 

香美市(物部川
源流、森林総合
センター、甫喜ヶ
峰、学校) 

楠目小学校エコクラブ(児童 65 名、サポーター9名)の活動とし
て、物部川での生き物・水質調査、自然の素材のクラフト体験、
物部川源流域の森林へ訪れる等 3回の活動をとおしてふるさと
の森や水に楽しみながら親しみ、その大切さを学んだ。 

100,000 

6 
夏休み親子森
林体験教室(継
続) 

高知県林業改
良普及協会 

香美市 
甫喜ヶ峰森
林公園 

自然に親しみながら、樹木等について理解を深め、豊かな情操
と森林愛護の思想を培うため、夏休みに親子で、森林の役割･
植物採取･標本作成･樹木名の学習、木とのふれあい体験（炭
と七輪を使った陶芸）を甫喜ヶ峰森林公園で実施した。 

75,000 

7 

高知県緑の環
境会議 講演
会･シンポジウ
ム(継続) 

高知県緑の環
境会議 

高知市 
5 月 26 日に緑と森林・林業に関する普及･学習活動として、「地
球温暖化対策と森林・林業」と題したシンポジウムを開催した。
広く一般市民にも広報し、総数 100 名が参加した。 

90,000 

8 
朝倉中学校里
山づくり(3 年目) 

高知市立朝倉
中学校 PTA 

中学校北校
舎の北側の
山の斜面等 

学校周辺に多様な生物が生息できる環境づくりとして、PTA、生
徒、地域が協同で活動し、森林環境を考える場である里山づく
りをとおして、地域を大切にする心を育てるため、植裁環境を整
え、広葉樹（花、実、紅葉）140 本を植樹した。5年事業。 

180,000 

9 

｢地場の木材を住ま
いに使い森を守る｣
シンポジウム･｢高知
削ろう会｣開催事業 

高知木の家ネ
ットワーク 

高知市仁井
田 

地域資源である木材の利用を通じて山間地域経済の活性化等
県民に普及啓発を図るため、高知もくもくランドと共催し、地場
の木材を地域で使う“地産地消の家づくり”をテーマにパネルデ
ィスカッション「森林から住宅へ」を10 月 27 日に開催した。 

84,000 

10 
秦山の竹林と友
達になろう会(継
続) 

秦山の竹林と
友達になろう
会 

高知市中秦
泉寺字秦山
並びに周辺
の竹林 

竹の生育や活用の方法を学びながら、｢ふるさと秦山｣を取り巻
く文化的かつ環境的な役割について話し合い、環境の保全や
青少年の健全な育成に努めるため、高知市中秦泉寺字秦山並
びに周辺の竹林で、竹にまつわる各種取り組みを行った。 

75,000 

11 
第 6 回 秦里山
まつり(継続) 

秦里山まつり
実行委員会 

高知市秦山 

森と自然を大切にする意識の高揚を図ることを目的とし、高知
市里山条例により第１号指定された『秦山』で11 月 4 日秦里山
まつりを開催した。子どもから高齢者まで体験できる竹細工や
竹遊具、竹炭づくり等、地域住民が里山に親しんだ。 

120,000 

12 

市民参加による体験を
主体とする、工石山自
然休養林(県民の森･市
民の森)の森づくり事業 

県民の森工石
山を楽しみな
がら良くする
会 

高知市 
工石山自然
休養林 

工石山の持つ森の機能など森林の大切さを学ぶために、ボラ
ンティアと提携し広く県民に参加を呼びかけ、工石山自然休養
林内での環境整備、自然観察を4月と7月の 2回実施した。ま
た、工石山の植生を掲載した花こよみの作成は通年行った。 

60,000 

13 
森と水のふれあ
い教室(継続) 

母なる大地四
万十の郷 

高岡郡(幡東、四
万十中央、大正
町、窪川町、須
崎地区) 

母なる大地四万十の郷、水と森を考える事業の一環として、須
崎地区・幡東・窪川町・大正町・四万十中央の 5ヶ所の森林組
合会場で苗木の無料配布や木工教室、植樹等を実施し、一般
の方々に自然の緑の大切さや木の温もり等を伝えた。 

250,000 

14 
三原村緑と親し
む事業 

三原つつじを
育てる会(新
規) 

三原村 

三原自然公園の整備を図り、三原村の美しい自然と村を愛する
心を育むことを目的とし、春と秋に村内を彩るよう、村の花であ
るキシツツジ785本を河川沿いに、加えてモミジ2種類1,000本
を公園中腹以上の山へ植裁した。 

250,000 

15 
木材を活用した
バイオトイレの
建設(新規) 

高知市立朝倉
第二小学校
PTA 

高知市立朝
倉第二小学
校 

木材を活用して、木造のバイオトイレを建設することにより、森
林資源の循環型環境教育等に努め、PTA と学校がともに環境
活動を推進し、地域環境への意識を高めた。 

189,000 

実績：15 団体 15 件 （予定：15 団体 15 件） 2,171,000 
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【国際協力】     

No. 事業名 団体名 実施場所 事業概要 実績額 

1 
安徽省日中友好
の森づくり事業 

安徽省日中友
好の森づくりネ
ットワーク 

中国安徽省 

県内で募ったボランティアにより、「安徽省日中友好の森づくり事
業」として植樹活動を毎年行っている。今年度は安徽省池州市貴
池地区の皆伐地域（8ｈａ）。植樹・交流ツアーには、小学生から大
人まで22 名が参加し、日中共同での植樹と交流を深めた。 

 400,000 

実績：1団体 1件 （予定：1団体 1件） 400,000 

    

【地区・支部実施事業】    

No. 事業名 団体名 実施場所 事業概要 実績額 

1 
香美市体験林業
教室 
［第Ⅰ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 香美
市支部 

香美市物部
町別府ほか 

森林の持つ機能、役割及び森林と林業の関わりに関心を持たせ
るとともに、郷土の森への愛着を深めさせ、地域林業の振興を図
るため、香美市物部町の大栃小･中学生を対象に体験林業教室
を開催し、森の講話を聞くことや木工品製作を行った。 

35,000 

2 
汗見川河畔林整
備事業 
［第Ⅰ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 本山
町支部 

本山町汗見
川 

渓谷美に優れ、春は川岸のキシツツジ等県内外から親しまれて
いる汗見川の河畔林整備(針葉樹から広葉樹への樹種転換）を
行い、上下流域の交流の場を確保するために、下草刈り作業等
環境整備を行った。 

67,000 

3 
地域緑化推進事
業 
［第Ⅰ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 越知
町支部 

越知町内 

過疎化、高齢化が進む町内の山間地域において、緑化活動を推
進し、緑豊かなすみよい環境づくりを行うために、地区及びグル
ープでの植裁により憩いの場を整備したいという要望を聞き取
り、町内 10 集落に苗木 424 本の配布を行った。 

200,000 

4 
松原地区松林環
境整備事業 
［第Ⅱ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 芸西
村支部 

芸西村松原
地区海岸沿
いの松林 

村の名所である松原地区松林の景観美と機能をより高め、支部
の緑の環境整備につなげるため、７月からは清掃作業や下草刈
りを行った。12月には、住民ボランティア27名が抵抗性の黒松の
苗木 500 本を同地区東西 200ｍ海岸沿いに植樹した。 

147,000 

5 
三宝山里山整備
事業 
［第Ⅱ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 香南
市支部 

香南市野市
町三宝山 

香南市野市町三宝山において、森林体験や自然観察、環境教育
に役立てる里山整備として、9月 8日に整備ボランティアを募集し
16 名が竹林と雑木の間伐等を行った。当日できなかった整備は
後日行い、登山道約 1.5km とその周辺約 6.5ha が整備された。 

161,000 

6 
行川流域森林整
備事業 
［第Ⅱ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 本山
町支部 

本山町行川
流域の森林 

渓谷美に優れた町内有数の清流「行川」では、河畔林整備が遅
れているため、基幹道路を覆うように成長した樹木の間伐・枝打
ち・下草刈り作業等の手入れを行うことにより、河川景観を確保
し、渓谷美あふれる水辺空間の整備を行った。 

132,000 

7 
須崎地区管内緑
化推進事業 
［第Ⅱ期］ 

須崎地区森と
緑の会 

須崎地区森
と緑の会管
内 

須崎地区森と緑の会管内 8 ヶ所（四万十町、中土佐町、須崎市）
へ桜（陽光、山桜、ソメイヨシノ）、シャクナゲの苗木計 122 本を配
布し、地域住民が、公園緑化、通学路の緑化、安和駅周辺等植
樹を実施し、身近な自然を愛する心を育み育てた。 

169,000 

8 
自生植物による
緑の町再生事業 
［第Ⅱ期］ 

（社）高知県森
と緑の会 大月
町支部 

大月町内全
域 

道路開発等により荒廃した自然を復元し、自然と人とが共生する
社会づくりに取り組むため、町内に自生するウバメガシやオオイ
タビを育苗し、緑化イベントでの風力発電所法面等、各所へ植裁
した。また、環境保全教育を宿毛分校生徒を対象に実施した。 

146,000 

実績：7団体 8件 （予定：7団体 8件） 1,057,000 

    

実績：34 団体 35 件 （予定：35 団体 36 件） 5,350,000 

※ 事業交付決定総額は、５，９５５千円だったが、実績ベースでは総額５，３５０千円を交付した 

※ 緑化の推進１５の「高知市立朝倉第二小学校ＰＴＡ」の事業は、平成１９年度公募事業として申請されたが、平成１９年３
月内に完了したため、当会の会計年度としての扱いは、平成１８年度事業としている。 
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【募金事業の概要】 
●事業日と場所 ①香美市香北町西川契約民有

林：平成１９年３月に整備・植樹 を含めて５回実施。

②香美市物部町ヒカリ石国有林（ふれあいの森協

定を結んでいる）で、間伐体験を含めて３月に２回、

１０月１回実施。 

●目 的   

「森づくりは水づくりそして人づくり」であり、物部川

に関わる様々な分野の人々が、清流復活･豊かな

郷土づくり･人の｢輪｣と｢和｣の構築と親睦を図るため 

●活動の概要 

海に関わる人々（香南漁業協同組合）に参加を

呼びかけ、流域住民と関連団体が一体となった取り

組み「森・川・海の連携による地域再生への取り組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

み～森・川・海はみんなで守るもの～」を、香美市内

の２ヶ所で実践した。 

① 地拵えと植樹体験をのべ６１人で実施した。植

樹体験には２３名が参加し、クヌギを１，０００本植

裁した。 

② ３月１９日に間伐の準備をし、２４日に一般参加

者を含む２０人で間伐体験を行った。また、１０月

７日には間伐体験と原生林の散策バスツアーを

一般参加者含め５２名で実施した。散策は、さお

りが原まで歩き、問題が深刻となっているシカの

食害を含め、森の豊かさや大切さを過去の写真

を交えながら説明した。 

これらの３回の実施で会員含め、のべ８４名が

参加した。

森林の整備.１ 

ふれあい21世紀の森づくり事業 
情報交流館ネットワーク 
香美市土佐山田町大平８０ 

高知県立森林総合センター｢情報交流館｣内 

下
：
さ
お
り
が
原
で
の
写
真
を
使
っ
た
紙
芝
居 

上
：
手
ノ
コ
で
間
伐
体
験
。 

下
：
家
族
で
参
加
し
、
協
力
し
な
が
ら
植
樹 

上
：
ク
ヌ
ギ
の
苗
木
を
手
分
け
し
て
運
ぶ 

① 香北町西川民有林 ② 物部町ヒカリ石国有林 
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【募金事業の概要】 
●事業日   全３回、３ヶ所で実施した。①８月９日、

②１１月１５日、③１１月２９日 

●事業場所 ①物部川、②楠目小学校、③さおり

が原（香美市物部町） 

●目 的  物部川や物部川流域の森林での体

験活動をとおして、ふるさとの森や水に親しみ、楽し

む。森林や川を守り育てている人達の活動に気づき、

自分達にできることを考え、実践しようとする子ども

を育てる。 

●活動の概要 

① 物部川の源流に行く前に川の水の調査を行っ

た。クラブ員の子ども達８名を中心に計１２名で調

べた。きれいなように見えたが、意外と汚れている

川であることが分かり、残念に感じた。 

② 学校でエコクラブ子ども達５０名で、自分達の周

りにある木の実や石を使った工作をして、木の柔

らかさや手触りを楽しんだ。 

③ 子ども達の念願であったさおりが原に物部川源

流を求めて出かけた。クラブ員の子ども３２人を含

め３９名で訪れた。 

沢に沿って歩くことも初めて、岩をよじ登ったりと

いう経験も初めてだった。さおりが原に着くまでに

木のにおいをかぎ、山の空気に触れることで森林

の中につつまれていることや、落ち葉を踏みしめ

た感覚を感じながら歩いた。山の巨木をみんなで

手をつないで囲み、木の大きさを実感した。 

さおりが原に流れる水が物部川に流れ出すこと

を自分達の目で確かめたことに感動している子ど

も達の姿があった。 

平成２０年２月１４日に、物部川をテーマに４年生

が環境発表会を行った。 

 

緑化の推進.５ 

守ろう！ふるさと(森と水)を 
楠目小子どもエコクラブ 
香美市土佐山田町楠目３９１－２ 

香美市立楠目小学校内 

▲どんな生き物が川にすんでいるかを調査する子ども達 

▲身近な自然の恵みで思い思いにクラフト 

▲巨木の大きさや物部川の源流である森の豊かさに感動 
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【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年３月２１日～３月２６日 

●事業場所 中華人民共和国 安徽省池州市貴

池区皆伐跡地 

●目 的  高知県は平成７年度から毎年安徽

省林業庁から１年期間の２名の研修生を受け入れ

てきた。昨年までに既に１８名の研修生が中国に帰

国して、林業庁で活躍している。この研修生を核に、

干ばつや急激な増水を繰り返している揚子江の保

全のための水源林造林と中国での緑化意識の啓蒙

及び日中交流を目的とする。 

●活動の概要 

 毎年県内で募ったボランティアにより、「安徽省日

中友好の森づくり事業」として植樹活動を行ってい

る。今年度の実施地は安徽省池州市貴池地区の皆

伐地域（面積８ｈａ）。安徽省植樹・交流ツアーには、

小学生の子どもから大人まで２２名が参加した（初参

加も半数近くいた）。植裁はクスノキと竹で約７万７

千本のうちの一部を「日中友好の森」として日中の

ボランティアにより、３月２２日と２３日の２日間で植樹

した。以後は現地政府の責任で維持保続していく。 

中国側からの参加者は約５０名。現地学生や現

地林業庁の職員も参加した。日中友好交流を兼ね 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

た植樹事業であり、安徽省の中学生と協力し、会話

を楽しみながら植樹した。 

他の日程は、安徽林業職業学院・淮南市師範学

校附属小学と淮南第十三中学を訪問した。 

●実施結果 

同省貴池地区捐橋鎮桂販村虎形山の８ｈａの皆伐

地にキリ２千本、その他広葉樹７万５千本を植樹予定。

総事業費約３００万円のうち４０万円分を負担。 

緑の国際協力.１ 

安徽省日中友好の森づくり事業 
安徽省日中友好の森づくりネットワーク 
香美市土佐山田町大平８０ 

高知県立森林総合センター｢情報交流館｣内 

安徽省貴池地区捐橋鎮桂販村虎形山の皆伐地 

植樹作業 

植樹参加者全員で記念撮影 
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おおなろ野外活動の森づくり 
高知市神田字大成１６３７－４ 

おおなろ野外活動の森づくり実行委員会 

          

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年７月１日と１０月２８日 

●事業場所 おおなろ野外活動の森 

（高知市神田） 

●目 的  地域住民、学童、ボーイスカウト、知

的障害者が協力し、下草刈り、間伐、植樹、看板の

設置等を行い、森づくりの大切さや自然学習を深め

ている。 

●活動の概要 

１回目は、７月１日に参加者２５名で実施した。 

２回目は、１０月２８日に実施。午前中は、森の中

の下草刈りを、子ども達を中心に刈り込みばさみで

行った。２名がチェーンソーで枯れた松を伐倒し、

伐採された松を玉切りし整理した。この日は、横内

緑の少年隊も参加し、少年隊の子ども達が自分達

で育てたクヌギの苗木を植樹することも並行して行

った。また、社会福祉協議会の協力で、昼に餅つき

と豚汁が用意され、参加者が交流をしながら昼食を

楽しんだ。午後は、紙ＵＦＯをつくり、｢野外活動の

森(たいよう広場)｣で自然にふれながら遊んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

どんぐり銀行大川村プロジェクト 
土佐郡大川村朝谷２６ 

社団法人大川村ふるさと公社 

 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年５月２７日、９月２８日、 

１１月８日 

●事業場所 大川村 白滝の里周辺、大座礼山 

●目 的  森林の持つ公益的機能の重要性に

対する認識を深め、森林保全への行動につなげて

いくため、日常生活の中に森林との関わりを見出す

機会をつくり、森や木をより身近に感じてもらうこと。 

●活動の概要 

森づくり事業として、森づくり体験をとおした地域

住民と都市住民との地域間交流の拡大と森林保全

意識の啓発を図った。植樹は、クヌギの苗木２００本

を地元住民を交え８０名で行った。植樹後のファミリ

ーコンサートには１８０名が参加し森林保全の意識

を高めた。また、森林保全活動事業として、たくさん

の巨木が残る大座礼山の巨木周辺にはびこるササ

の根を除去するために、ボランティア１３名によるサ

サ刈り作業を９月に行い、１１月にも地元の中学校

の生徒・先生が２２名参加して作業を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

森林の整備.３ 森林の整備.６ 

▲植樹等の森づくり体験による地元と都市の地域間交流 

左：巨木周辺のササ除去 
右：井上あずみさんとともに緑の募金の呼びかけ 

上:開会式 
下:刈り込みばさ
みで主にササ
である下草を
刈っていった 
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焼畑から始める近自然の森づくり 
高知市朝倉丙１１７０－７ 

焼畑による山おこしの会 

 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年５月、７～９月、１１月 

●事業場所 吾川郡仁淀川町用居キワダ丙 

●目 的  ｢焼畑のムラ｣として知られる旧池川

町において、地元住民の協力を得ながら、焼畑で

の雑穀栽培を復活・普及させることにより、地域のシ

ンボル的な森林の利活用を図ること。 

●活動の概要 

 杉植林の伐採地において、５月に春焼き、９月に

夏焼きの２回の焼畑を経験者の指導の元、防火対

策（藪の刈り払いや防火帯づくり、散水）をしながら

火入れを行い、ソバ、コキビ、アワ、サトイモを植え、

１１月に収穫した。焼畑前には必ず火入れの儀式を

している。（平成１９年１１月２３～２５日に、焼畑サミ

ットが開催され、当団体が共催。助成事業対象であ

ることを紹介した） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三嶽古道整備事業 
高岡郡越知町越知丙７３７番地１２ 

横倉山自然の森博物館友の会 

          

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年９月２４日、１１月１８日、 

          １１月２０日、１１月２３日の計４回 

●事業場所 越知町横倉山～仁淀川町谷山 

●目 的  荒れ果てた「三嶽（みたけ）越え」（旧

仁淀村と横倉山までの尾根伝いを結ぶルート）を、

平成１７年から再び人々がハイキングできる道に戻

そうと、地域住民サークルなどが協力して整備を開

始。このコースを植林や自然林、野草などを守りつ

つ楽しんで歩ける自然の魅力ある遊歩道に整備し、

多くの人々に楽しまれる山道とし、また森の役割や

大切さを再認識できるような山道づくりが目的であ

る。 

●活動の概要 

 分岐の多い山道に木製の標識（指導標）を整備す

ると共に、倒木の処理、その倒木を利用した遊歩道

の整備や谷の清掃を行った。また、小学校の総合

学習の授業として児童と共に自らで作成した木製の

樹木ネームプレートを掛け、山への愛着を深めても

らった。 

 
 
 
 
 
 
 

森林の整備.10 

小学校の総

合学習 

樹木へネー

ムプレート

を掛けなが

ら、名前を

覚えました 

左：分岐の多い山道に木製の指導標を設置している所 
右：倒木を利用して整備した遊歩道 

森林の整備.９ 

左：延焼を防止するため、防火帯をつくる 
右：春焼きした場所に播種し、実りを迎えたコキビ 

▲９月１日に実施した夏焼きの火入れの様子 
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自然にふれあうネイチャークラフト教室開発事業 
高知市朝倉丙２０８－１ 

ネイチャークラフト研究会 

 

【募金事業の概要】 
●事業日  ①平成１９年４月１日、②８月１９日 

      ③１０月１４日、④１１月２３日の４回 

●事業場所 ①～③県立甫喜ヶ峰森林公園 

         ④森林研修センター｢情報交流館｣ 

●目 的  自然素材を使った季節感のあるオリ

ジナルネイチャークラフト作品を制作することをとお

して、自然に興味を持ち、自然の大切さを体感でき

る感性を養う。また、自然素材の持つ形・色・肌触

り・におい等をとおして五感を養い、人が本来持っ

ている豊かな心や井来る力を引き出し育むこと。 

●活動の概要 

① どんぐりを育てよう。竹のプランターポットをつくり、

どんぐりの話を聞き、種蒔きを行う。２３名。 

②夏休みの宿題になるような小枝の昆虫や自由に

板を張り合わせた木工作品づくり。３２名 

③どんぐりの種類や集め方、どんぐりにまつわる話

を聞き、おもちゃづくりや遊びを行った。２０名 

④かずらを使ってのクリスマスリースづくり。３０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

三原村緑と親しむ事業 
幡多郡三原村宮川１４３４ 

三原つつじを育てる会 

 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年３月１日から５月３１日まで 

●事業場所 三原自然公園 

●目 的  三原自然公園の整備を図り、三原村

の美しい自然と村を愛する心を育むこと。 

●活動の概要 

会員２０名及び一般参加３５名合わせてのべ５５

名により、自然公園山裾の川べりへキシツツジ７８５

本、公園中腹以上の山へウリハダカエデ４００本とイ

ロハモミジ６００本の植え付けを行った。 

村内河川の両岸を村の花であるキシツツジで埋

めつくすことを目標に、平成１７年から村内で育苗し

ているものを植裁した。また、紅葉類は年中楽しめ

る様にしようと、同じく村内で育てたものを植裁した。 

植裁前の下刈りや、植裁後の見回りも行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

緑化の推進.1４ 

上：②の｢夏休み木工ク
ラフト教室｣の様子 
下：③の｢どんぐりで遊
ぼう｣。どんぐりを使
った様々な遊びをし
た（やじろべえ、ど
んぐり笛、コマを作
ってから遊んだ） 

緑化の推進.４ 

▲上：3月11日に実施したモミジ・カエデの植樹 
 下：3月 18日に実施した河川沿いへのキシツツジの
植樹作業の様子 
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木材を活用したバイオトイレの建設 
高知市若草南町２３－５６ 

高知市立朝倉第二小学校ＰＴＡ 

 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年３月中 

●事業場所 高知市立朝倉第二小学校敷地内 

●目 的  木材を活用して、バイオトイレを建設

することにより、循環型環境教育に努め、ＰＴＡと学

校がともに環境活動を推進し、防災を含めた地域環

境への意識を高めること。 

●活動の概要 

地球温暖化防止など森林の多面的機能や森林

資源の循環利用の必要性等に対する理解を醸成

するため、助成金では、バイオトイレの建物となる木

材を購入し、梁等の木造建築についても学んだ。ま

た、子ども達とＰＴＡ・保護者の地域での取り組みを

推進することによって、人々の生活や環境と森林と

の関係について学ぶ機会となった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

香美市体験林業教室 
香美市物部町大栃１６４１ 

香美市役所 林政課 

高知県森と緑の会香美市支部 

【募金事業の概要】 
●事業日  ①大栃中学校 平成１９年７月４日(水) 

 ②大栃小学校 平成１９年７月５日(木) 

●事業場所 ①農林漁業体験実習館(物部町別

府）、②開発センター物部（物部町大栃） 

●目 的  間伐体験、木工製作を通じ森林の

持つ機能、役割及び森林と林業との関わりに関心

を持たせるとともに、郷土の森への愛着を深めさせ、

地域林業の振興を図るため、村内の小･中学生を対

象に体験林業教室を実施すること。 

●活動の概要 

○大栃中学校体験林業教室(７月４日) 

当日は雨天のため間伐体験はできなかったが、

物部町森林組合職員による森林に関する講話を聞

き、香美市職員の指導による絵馬とコースターを製

作し、森林・林業に関するクイズを実施した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○大栃小学校体験林業教室(７月６日) 

高知中部森林管理署職員による「森林･林業につ

いて」の講話と、木の葉当てクイズや巣箱を作った。 

▲上：建設途中のバイオトイレ。下：3月14日のお披露目
式では、６年生が木造バイオトイレ建物の前で、木材を活
用したバイオトイレの説明や、学んだことを発表した。 

緑化の推進.15 地区･支部事業.1 
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松原地区松林環境整備事業 
安芸郡芸西村和食甲１２６２番地 

芸西村役場 経済建設課 

高知県森と緑の会芸西村支部 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年１２月２３日 

●事業場所 芸西村松原地区松林 東西２００ｍ

(海岸沿い自転車道沿北側の松林) 

●目 的  村の名所である松林の景観美と機

能をより高め、支部の緑の環境整備につなげる。 

●活動の概要 

地区の住民ボランティア２７名により、抵抗性黒松

の苗木５００本を植裁した。 

この松林は、県の名勝地にも指定されており、特

に松原はその名のとおり、村でも有数の規模を誇る

場所である。しかし、近年は松食い虫の被害が深刻

で、下草刈りや薬剤の樹幹注入など予防はしている

ものの、樹齢１００年クラスの古木はほぼ全滅となっ

た。５年ほど前から村などの支援を受けて植樹を続

けており、今回の松の購入を緑の募金事業で行っ

た。また、植裁場所は、７月から適宜下草刈りも地区

の住民ボランティアが協力して行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自然植物による緑の再生事業 
幡多郡大月町弘見２２３０ 

大月町役場 産業振興課 

高知県森と緑の会大月町支部 

【募金事業の概要】 
●事業日  平成１９年８月～１２月 

●事業場所 大月町内全域 

●目 的  町内に自生するウバメガシやオオイ

タビを育苗し、道路開発等によって荒廃した自然を

復元すること。また、小中高校生への環境保全教育

などを行い、緑化活動の重要性を認識させ、自然と

人とが共生する社会づくりを行うこと。 

●活動の概要 

町道(農道)、県道、国道の法面及び下段への草

木類苗木の植裁。６月(実施期間としては対象外だが)に、

のべ２４名で自生草木の種子を採取し、苗づくりを

行った。１１月に、育てたオオイタビ等の苗を植える

緑化イベントを実施し、３３名が参加した。その他プ

ランター植え替え・設置作業に４７名が参加した。 

また、小中高校生を対象とした環境学習会として、

稲垣典年さんを講師に講演会を開催し、宿毛高校

分校生徒６２名と先生５名が学習した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地区･支部事業.4 
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地区･支部事業.８ 

▲上：11月11日、緑化イベントの様子（風力発電所法面） 
下：11月16日、プランターへの植え替え作業 
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緑の募金法(緑の募金による森林整備等の推進に関する法律)と(社)高知県森と緑の会 

「豊かな水と緑」は、健康で文化的な生活に欠くことができません。 

緑の募金制度には、みんなでお金と知恵と労力を出しあって森林整備や緑化を推進し、豊かな緑と

水のある環境を子や孫にまで引き継いでいく役割があります。 

１ 緑の募金法について 

○ 法律の目的【森林整備、緑化の推進への国民の自発的な参加が期待されています】 

「緑の募金の健全な発展を図るために必要な措置等を定めることにより、国民、事業者、これら

のものの組織する民間の団体が行う森林の整備等に係る自発的な活動等の円滑化を図り、もって

わが国における森林の整備及び緑化の推進並びにこれらに係る国際協力の推進に資することを

目的とする。」 

○ 基本理念【森林・樹木の重要性を認識して、自らの問題として、自発的かつ積極的に森林整備

等に取り組むよう求めています】 

「森林整備等は、森林及び樹木が水源のかん養、環境の保全等人間の健康で文化的な生活を確保

する上で欠くことのできない役割を果していることにかんがみ、現在及び将来の世代にわたって

人間が豊かな水と緑に恵まれた生活を維持することができるよう、国民の自発的な活動を生かし

て、積極的に推進されなければならない。」 

○ 啓発活動【国、地方公共団体の役割が定められています】 

「国、地方公共団体は、森林及び樹木の果している役割の重要性についての国民の理解と関心を

深めるため、必要な啓発活動を行うよう努めるものとする。」 

○ 都道府県緑化推進委員会(当会はこれに当たる)の業務【当会の役割が定められています】 

① 緑の募金及び緑の募金による寄付金の管理を行うこと。 

② 森林整備を行う者又は森林整備を行うものに対して助成をする者に対して交付金の交付を行

うこと。 

③ 森林整備等の事業を行うこと。 

④ 森林整備等に関する情報又は資料を収集し、及び提供すること。 

⑤ 全各号の業務に付帯する業務を行うこと。 

○ 緑の募金【他の経理と区分して上の業務等に使用すること等が定められされています】 

緑の募金を行う際には、予め法律に基づき設置されている運営協議会の意見を聴いて、目標額や

使途についての計画を定めるとともに、上記「②」の事業を行うに当たっても交付金の交付先・

交付額について意見を聴くよう定められています。 

 

２ 社団法人高知県森と緑の会のことについて 

○ 平成８年に民法第３４条の公益法人として設立されています。 

○ 高知県、市町村、森林組合、賛同をいただいた企業等から１，３５０万円の出えんをいただい

ています。 

○ 会の運営経費は、主に会員からの会費でまかなわれています。会費は、正会員は１０万円、賛

助会員は一口千円で団体は１０口、個人は３口を標準としています。 

○ 平成２０年３月末日現在、正会員は８２団体（県、市町村、森林組合、企業等）、賛助会員は

６２団体と１３個人計７５となっています。 

○ 会の組織は、本部、地区森と緑の会６つ（県林業事務所(嶺北は林業振興事務所)管轄単位ごと

にある）と支部３３（市町村長が支部長）です。上部団体は（社）国土緑化推進機構です。 
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・緑の募金に関するお問い合わせ 
・緑の募金事業に関するお問い合わせ 

社団法人 高知県森と緑の会 
〒782-0078 高知県香美市土佐山田町大平 80 

高知県森林総合センター内 
TEL：0887-52-0072 FAX：0887-52-4177 
E-mail info@moritomidori.com 
ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.moritomidori.com/ 


